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電力の部分自由化が始まり、競争時代を勝ち抜くた
めの強靱な経営に向けて、業務効率化や高度化をねら
いとしたシステム化への期待はますます高まってい
る。配電部門において、これまでも業務全般にわたる
各種システムを導入して積極的な業務支援を進めてき
たが、今回さらなる業務処理の効率化・高度化を目指
し、配電業務総合支援システムを開発した。
また、昭和60年代初頭から導入した既設配電線自動
化システム（親局装置）の老朽化が進んできたため、こ
の対応として配電線自動化システムも同時に開発した。
なお、開発にあたっては両システムの合理的な機能

分担を行い総合的なコストダウンをはかった。

（1）配電業務総合支援システム　
配電業務総合支援システムは、業務の基本図面であ
る電柱配置図および単線図（配電線系統図）を電子デ

ータ化し、コンピュータが描く地図上で一元管理する
ことで、視認性・操作性を高めるとともに、幅広い業
務支援を可能とした。
特筆すべき機能は、開閉器の操作手順作成である。

従来、この機能は制御系の配電線自動化システムが行
っていたが、今回、情報系システムである配電業務総
合支援システムが分担することとした。開閉器の入・
切操作のようなリアルタイム処理の分野で、情報系シ
ステムと制御系システムとが緊密な連係処理する今
回のモデルは、全国でも初の試みである。また、同シ
ステムの基本部分となる「地図上での情報管理機能
（地図情報システム）」は部門共通インフラであり、他
部門での活用も期待される。
（2）配電線自動化システム
配電線自動化システムは、配電業務総合支援システム
の機能支援により設備・系統データならびにソフトウェ
アのスリム化が図られ、大幅なコストダウンを達成した。
このシステムの特長は、分散データベースを用いて
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The first innovative system in Japan realizes improvement in CS (customer service), operating efficiency, and cost reductions
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Two systems were developed simultaneously: "Power distribution
overall technical support system (information/data related system)"
and "Power line automation system (control related system)".  This
system model is being used for the first trial in the whole country
while both systems related to information/data and control, carry out
real-time processing in functional alignment.  This functional
alignment of both systems enables the total system to be leaner as
well as initial costs to be lower.  
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代行運転・広域連係機能を実現することである。従来、
集中データベース等を用いて小規模の限定範囲で実
現した例はあるものの、自立性や拡張性にすぐれた分
散データベースを用いて支店大の広範囲でも実現可
能な今回のモデルも、全国で初の試みである。
両システムの主な機能を第1表に、システム構成図

を第2図に示す。

これまでの情報系システムと制御系システムでは
要求する「処理性能」、「信頼性」などの違いから、リア
ルタイム処理分野での緊密な連係は実現していなかっ
た。このため、従来どおりの思想で両システムを開発
した場合には、データの重複（設備データ・系統デー
タ）や類似のソフト（系統計算ソフト）が存在すること
となり、2重入力、2重管理による不整合や開発コスト
増などが懸念された。
しかし、近年のコンピュータおよびネットワーク技

術の目覚しい進展により、情報系と制御系のシステム
は性能面で遜色ないものとなり今回の合理的な機能
分担を可能とした（第3図）。

具体的には配電業務総合支援システムが保有する

具体的には配電業務総合支援システムが保有する
系統計算ソフトに若干のプログラムを追加すること
で、これまで配電線自動化システムが担っていた開閉
器操作手順作成機能を実現し、システム全体のスリム
化を図った。システム間の連係方式は、処理性能など
の観点からソケットインターフェイスを採用したこと
に加え（第4図）、両システムが系統解析や系統表示を
高速かつ同一に行うための通信規約を細部に渡って
取り決めている。これにより、当初懸念されていた処
理性能についても、満足のいく結果を得ている。

配電業務総合支援システム導入により、業務の省力
化や電柱配置図・単線図修正費用の削減、お客さまの
問い合わせに対する迅速・的確な対応などの効果が期
待できる。
また、配電線自動化システムでは、設備投資の抑制

や配電線運転の高度化、営業所テレコンリプレース費
用の抑制などがあげられる。

両システムは配電業務の核となるシステムである。
配電業務総合支援システムは、業務支援範囲を段階的
に拡大し全社展開をはかる計画であり、配電線自動化
システムは、既設システムのリプレースに合わせて順
次導入していくこととしている。
今後、それぞれの計画を着実に進め、業務の効率化

ならびに高度化を推進し、一層のお客さまサービス向
上に努めていく。
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